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シェタラさんは 「イード （イスラム教の祝祭）を祝うお金
ができてうれしい。 子どもたちの教育や家族の生活のた
めにもっとお金を稼ぎたいです 」 と語りました。

10代のヌール ・ アンキッチさんもマスク製作に携わってい
ます。すでに10人家族を養う大黒柱です。 1週間に約 40

米ドルの収入を得て病
気の父親のために役
立てています。 しかし、
ヌールさんが自山に行
ける場所はUNWomen

のセンターしかありませ
ん。 ロヒンギャのコ ミュ

写真：UN Women／ナディラ・イスラム ニティ には 保 守 的 な
ジェンダー規範が深く根付いていて、 行動や移動に対す
る制限や監視があります。UNWomenは女性に仕事を見
つけたり、 教育を受けたり、 リーダーシップを培ったりする
機会を提供するだけでなく、 ジェンダー規範を変えていく
ためのプログラムにコミュニティの男性やリーダーの参加を
呼びかけて、 このような保守的な規範に対処しようとしてい
ます。ヌールさんは、 「もっとお金を稼げるように勉強がし
たいし、 手芸も上手になりたいです」 と言います。

多目的女性センター の前に立つ
UN Womenスタッフのナディラ・イ
スラムさん。ここでは保護、教育、
暮らしなど多方面にわたるサービ
スが行われています。
写真：UN Women／パップ・ミア

キャンプ内でのマスク製作プロジェクトは、 すぐに他の

人道支援活動家からも注目されるようになり、 「マスク製
作の運営について問い合わせの電話が殺到した時期が
ありました」 とUN Womenジェンダープログラム担当者

であるナディラ・イスラムさんは言います。 これまでに、 多
数の NGO からマスク製作現場視察希望の申し出を受け
ています。

女性のネットワ ークの広がり：UNWomenとパートナー組
織の BRAC（ バングラデシュ 地方推進委員会）と AAB（ア

クションエイドバングラデシュ）は、 以前に仕立て技術の
訓練を受けた女性を集め、 キャンプ内でマスク製作を始
めました。 ロヒンギャ女性エンパワーメント ・ アドボカシー

ネットワ ー クや正義と平和のためのロヒンギャ女性ネット
ワークなどの自主的につくられたグループも、 自宅でのマ
スク製作をはじ め、 新型コロナウイルス感染拡大に対応
する活動に参加し、 これまでに培ってきたリーダーシップ
やエンパワーメントを発揮しています。 こうした女性のネッ
トワークは、 じNWomenから技術や資 金面でのサポート

を受けて 1 年前に設立された 「ロヒンギャ女性リー ダー

包括ネットワーク」 の一部です。UNWomenはマスク製
作の輪をさらに広げるため、 草の根レベルの女性のネッ
トワークにミシンや材料を提供し、 訓練を行いました。

キャンプ内の様子：キャンプ内では、 感染防止のためロッ
クダウン中は収入源となる他の活動が停止を余儀なくされ
ている 一方、 マスク製作プロジェクトは続けられており、
女性たちは緊急事態に対応してコミュニティを支援する活
動に貢献し、 家族の最低限の生活を維持するだけの

収入を得ることができます。 多目的センターに来て他のロ
ヒンギャの女性と一 緒にマスクを製作する時間は、 自宅
を離れて家庭でのストレスや不安から解放される大事な
息抜きの場にもなっていると皆が口をそろえます。 ロック
ダウンのさなかに命を守るマスク製作を迅速に運営するこ
とは、 簡単なことではありません。 材料の調達、 働き
手の女性を集めること、 梱包、 マスクの消毒、 認可さ
れた見本通 りに製品を仕上げること、 など。UN Women、
AAB、 BRAC そして要であるロヒンギャの女性とその

ネットワークがチームになって強く結束し、 この流れを作り
上げました。

政府との緊密な連携：マスク製作を始めるにあたり、ナディ
ラさんはロックダウンのさなかに政府の代表者との交渉に
出向きました。 難民救援帰還委員会 (RRRC) は事の
重大さを理解し、UNWomenがマスク製作を始めること
をすぐに許可。 「制約はあるものの、 バングラデシュ政府
はロヒンギャのコミュニティを支えることを確約し、 マスク製
作に携わることでロヒンギャの女性がこの危機に最前線
で貢献することを例外的に認めてくれました」 とコ ックスバ

ザール支部長のフローラ ・ マキューラ氏は述べました。

コックスバザールの他のコミュニティにも：
UN Womenはキャンプ内だけでなく、 コ ックス バザール

の他のコ ミュニティに住むバングラデシュ人女性にも呼び
かけ、 小規模ながらマスク製作活動を進 めています。市
場のマスク不足を補うために、 地域の女性の権利のため
の組織であるジャゴ女性開発 機構(JNUS) や法律仲裁
セ ン タ ー(ASK) と 連 携して 取 り糾ん で い ま す。UN

Womenは、 コ ックスバザールで新型コロナウイルスの感
染が拡大した場合に必要なベッドシーツ、 カーテンなど
の見本 も準 備しています。 また、 マスクの製作、 供給、
流通に加えて、75 人の地域ボランティアを通じて啓発プロ
グラムを実施し、 地域住民、 特に女性に対し、 感染予防
と感染拡大防止のための行動を伝える活動をしています。

写真：多目的女性センターの
前に立つロヒンギャの女性ボ
ランティア。コ ミュニティレベ
ルでの意識向上やコミュニテ
ィの多様な声を集める欠かせ
ない役割を担っています。
写真：UN Women／パップ・ミア

命を守るための大切なサ ー ビスの提供： コ ックスバザール
の難民キャンプ内やキャンプ立地地域では、 新型コロ
ナウイルスヘの適切な対処方 法や備えを検討するために
定期会議を 開いています。 難民キャンプにあるUN

Womenの多目的女性センターやUNWomenが支援し
ている警察官常駐の女性と子どものヘルプデスクを通じ
て、UNWomenはジェンダーに基づく暴力 （ドメスティッ
クバイオレンス、 人身売買、 レイプ、 ハラスメントなど）の
被害者への応急処置、 心理社会的カウンセリング、助産
師による性と生殖に関する健康管理、 ケースマネジメント
と専門機関の紹介といった、 命を守るための大切なサー

ビスを女性と少女に提供しています。
（翻訳者：早乙女由紀）
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”
教育研究協議会代表

幹事。東京の児童養護施設で12年間、児童指導員として
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基づいたお話は閾きごたえのあるもので、引きずり込まれ
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解を深めることができた。
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推進法の実効性を高めよう
4. ジェンダー平等をすす める教育、機構を強化しよう
5. 「平等 ・ 開発 ・ 平和」への取り組みを国際水準にしよう

今回の大会はいつにも増して充実したものであり、好評
であった。参加者は会場約150名、オンライン211名。

コロナ禍と私 加納孝代（大学女性協会会長）

思いがけず襲来したコ ロナ危機により、私たちはそ
れまで考えもしなかった状況に直面させられた。危機
は まだ終わってはいないが、これまでを振り返ると、私
たちは多少は賢くなることを求められていると思う 。そ
の方向性は、家族を基盤とする日々の暮らしの重要性
に気付くことと、人間としての自分の感覚を大事にする
ことだと、まと めることができよう。

新型コ ロナウイルス感染症の影響を身近に感じたの
は3月初めだった。なじみの八百屋さんが 「 学校給食用
の野菜の注文がなくなった」と嘆くのを聞いた。小中学

校臨時休校措置の影響である 。4月は近所のビジネス
マ ン相手のランチの店はほとんど閉ま り、人足が途絶
え、周りの商店も軒亜み防店した。顧客がいなければ
商売は立 ち行かないという厳しい現実が見えた。

もっとも5月初めにパソコ ンを買い替えようと家電大型
鼠販店に行くとお客は少なく、店内は歩きやす くて、
気持 ちの良い空間が広がっていた。大型デパー トでも

同じだった。人が多く集まらなければ儲けが出ないか
らお祭り並みに人を集めるのだというビジネスモデル

は、顧客が必要なものを吟味して買うのに必要なスペ
ー スだけを持つというビ ジネスモデルに変えられない
ものかと、その時思った。

4月、5月は運動不足を解消しようと多くの人が外に出
て、走ったり、散歩をしたりしていた。誰だったか 「 おか
げで一、二時間で歩き回れる程度のご近所に関心が向
き、自分の住む町をいつくしむ思いが生まれました」と
言った人がいて、私も同感だった。 「 わが住む家」が 「 わ
が住む町」の中にあって守られているという感覚は良い
ものだと、はじ めて 「わが住む町 」を実感した。

その頃だろうか東京では「ロックダウン」という言葉が
聞かれ始めた。こうなると日々消費する日用品や食料
品が心配になるのだが、私は以前から産地直結の宅配

便を利用していたので、注文すれば必要なものはほぼ
入 手できる 。それによって心理的にパニックにならない
ですんだ。 「 隣を買う」という表現があるが、日用品 ・ 食
料品の宅配グループの会員になることは「産地を買う」
ようなものだと思った。小規模ながら生産者と消費者が
互いに信頼できる関係を作っておくのは良いこと。それ
は ちょっと緩やかに解釈すれば、自給自足にも近いも
のではないかと恩った。

今回のコ ロナ禍は私たちに、コ ロナという 「 外圧」によ

ってそれまでのライフス タイルを 見直させるものとなっ

た。たとえば外に働きに行っている父親は在宅勤務に

なってみて初めて自分の仕事場は自宅の中に想定さ
れていないことが分かった。また日中家の中で仕事を
してみて、家とは子供の泣き声やけんかの声が聞こえ
るところだと改めて知った。でも家族とはそもそも日常
の暮らしを共に過ご‘すものである 。そこには団らんの場
もあれば、仕事や勉強の空問もあるべきで、その全体
が家族の住む家である 。それに今回気付いたことは良

かった。それは次に家を求める、ないしはデザインする
際の良いヒントになるだろう。

今回のコロナ危機で家族が社会の基本的な単位であ
るということも再確認されたように思う。そういう最小の共
同体の中で人々は助け合い、支え合って今回のような
コロナ危機を耐え抜く力につながった。

同時にしかしいわば家族のていをなしていない家族や
夫婦や親子の悲劇のことも話題に上った。厳しい現実
ではあるが、間題の所在が明らかになったという意味で
は良いことだったと思う。人が一人の人間として自立し、
独立の人格を持った人間どうしが一 つ屋根の下に住ん
で家族をつくるということは、実はとても難しく、したがっ
て本来はもっと真剣に取り組むべきことなのだと、あらた
めてこのコロナ禍は私たちに教えてくれたように思う。
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写真：UN Women／パップ・ミア

命を守るための大切なサ ー ビスの提供： コ ックスバザール
の難民キャンプ内やキャンプ立地地域では、 新型コロ
ナウイルスヘの適切な対処方 法や備えを検討するために
定期会議を 開いています。 難民キャンプにあるUN

Womenの多目的女性センターやUNWomenが支援し
ている警察官常駐の女性と子どものヘルプデスクを通じ
て、UNWomenはジェンダーに基づく暴力 （ドメスティッ
クバイオレンス、 人身売買、 レイプ、 ハラスメントなど）の
被害者への応急処置、 心理社会的カウンセリング、助産
師による性と生殖に関する健康管理、 ケースマネジメント
と専門機関の紹介といった、 命を守るための大切なサー

ビスを女性と少女に提供しています。
（翻訳者：早乙女由紀）

2020 NG08本女性大会に参加して 牧島悠美子

5年ごとに開催される国際婦人年連絡会（本会もメンバー）
主催のNGO日本女性大会が今年11月8日（日）に旗の台の
昭和大学上条記念館大会議室 「赤松」を会場に開催された。
コ ロナ感染拡大が心配さ れる中、 会場 への参 加 者と
YouTubeによるライブ配信のハイブリット方式で実施された。

午前中は開会あいさつに続き、来賓あいさつ、林伴子内
閣府男女共同参両局長からのビデオメッセージ、会場を提
供いただいた小口勝司昭和大学理事長からのあいさつ。
分野別委員会報告(2015~2020)と今後5年間の活動に対
する決意表明が座長及び代理計8名によりおこなわれた。

次いで基調講演 「世界はどう変わったのか～北京会議か
ら25年目を迎えて～ 」。前国連女性差別撤廃委員会委員
長の林陽子弁護士は、豊宮な資料を使いながら、これまで
の経緯と現状認識について語られ、氏ならではの的確なま
とめと展望は、感銘深いものがあった。

午後はパネリスト3名を迎えてのパネルデ ィスカッション
「私たちは黙らない、共に希望ある社会へ」。浅井春夫氏
は立教大学名誉教授、“人間と性

”
教育研究協議会代表

幹事。東京の児童養護施設で12年間、児童指導員として
勤務された経験があり、性教育に重点を置いて話された。

打越さく良氏は2019年に新潟から選出された参議院議
員、弁護士 。20年近く、暴力に苦しむ子どもたちや女性
たちの救済に取り組んでいる立場からの発言。北原みの
り氏はラブピースクラブ代表 ・作家。 「ポルノ被害と性暴力
を考える会 」理事ほか、女性の権利のために活動してい
る。フラワ ーデモの提唱者。3名の方それぞれの経験に
基づいたお話は閾きごたえのあるもので、引きずり込まれ
る内容のものであった。会場やオンラインからの質疑応答
があり、コメンテーターの林陽子氏の回答により一層の理
解を深めることができた。

最後にフィナーレ、加盟34団体の紹介 。大会決議案の
提案があり、以下の5項目の採択がなされた。

1.法律に残っている差別をなくそう
2.包括的な差別禁止法を作ろう
3.めざせ203050 政治分野における男女共同参画

推進法の実効性を高めよう
4. ジェンダー平等をすす める教育、機構を強化しよう
5. 「平等 ・ 開発 ・ 平和」への取り組みを国際水準にしよう

今回の大会はいつにも増して充実したものであり、好評
であった。参加者は会場約150名、オンライン211名。

コロナ禍と私 加納孝代（大学女性協会会長）

思いがけず襲来したコ ロナ危機により、私たちはそ
れまで考えもしなかった状況に直面させられた。危機
は まだ終わってはいないが、これまでを振り返ると、私
たちは多少は賢くなることを求められていると思う 。そ
の方向性は、家族を基盤とする日々の暮らしの重要性
に気付くことと、人間としての自分の感覚を大事にする
ことだと、まと めることができよう。

新型コ ロナウイルス感染症の影響を身近に感じたの
は3月初めだった。なじみの八百屋さんが 「 学校給食用
の野菜の注文がなくなった」と嘆くのを聞いた。小中学

校臨時休校措置の影響である 。4月は近所のビジネス
マ ン相手のランチの店はほとんど閉ま り、人足が途絶
え、周りの商店も軒亜み防店した。顧客がいなければ
商売は立 ち行かないという厳しい現実が見えた。

もっとも5月初めにパソコ ンを買い替えようと家電大型
鼠販店に行くとお客は少なく、店内は歩きやす くて、
気持 ちの良い空間が広がっていた。大型デパー トでも

同じだった。人が多く集まらなければ儲けが出ないか
らお祭り並みに人を集めるのだというビジネスモデル

は、顧客が必要なものを吟味して買うのに必要なスペ
ー スだけを持つというビ ジネスモデルに変えられない
ものかと、その時思った。

4月、5月は運動不足を解消しようと多くの人が外に出
て、走ったり、散歩をしたりしていた。誰だったか 「 おか
げで一、二時間で歩き回れる程度のご近所に関心が向
き、自分の住む町をいつくしむ思いが生まれました」と
言った人がいて、私も同感だった。 「 わが住む家」が 「 わ
が住む町」の中にあって守られているという感覚は良い
ものだと、はじ めて 「わが住む町 」を実感した。

その頃だろうか東京では「ロックダウン」という言葉が
聞かれ始めた。こうなると日々消費する日用品や食料
品が心配になるのだが、私は以前から産地直結の宅配

便を利用していたので、注文すれば必要なものはほぼ
入 手できる 。それによって心理的にパニックにならない
ですんだ。 「 隣を買う」という表現があるが、日用品 ・ 食
料品の宅配グループの会員になることは「産地を買う」
ようなものだと思った。小規模ながら生産者と消費者が
互いに信頼できる関係を作っておくのは良いこと。それ
は ちょっと緩やかに解釈すれば、自給自足にも近いも
のではないかと恩った。

今回のコ ロナ禍は私たちに、コ ロナという 「 外圧」によ

ってそれまでのライフス タイルを 見直させるものとなっ

た。たとえば外に働きに行っている父親は在宅勤務に

なってみて初めて自分の仕事場は自宅の中に想定さ
れていないことが分かった。また日中家の中で仕事を
してみて、家とは子供の泣き声やけんかの声が聞こえ
るところだと改めて知った。でも家族とはそもそも日常
の暮らしを共に過ご‘すものである 。そこには団らんの場
もあれば、仕事や勉強の空問もあるべきで、その全体
が家族の住む家である 。それに今回気付いたことは良

かった。それは次に家を求める、ないしはデザインする
際の良いヒントになるだろう。

今回のコロナ危機で家族が社会の基本的な単位であ
るということも再確認されたように思う。そういう最小の共
同体の中で人々は助け合い、支え合って今回のような
コロナ危機を耐え抜く力につながった。

同時にしかしいわば家族のていをなしていない家族や
夫婦や親子の悲劇のことも話題に上った。厳しい現実
ではあるが、間題の所在が明らかになったという意味で
は良いことだったと思う。人が一人の人間として自立し、
独立の人格を持った人間どうしが一 つ屋根の下に住ん
で家族をつくるということは、実はとても難しく、したがっ
て本来はもっと真剣に取り組むべきことなのだと、あらた
めてこのコロナ禍は私たちに教えてくれたように思う。
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